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『救急車の適正利用について』＊本当に必要ですか？救急車？？
芦品消防署芦品消防署芦品消防署芦品消防署 警防第警防第警防第警防第２２２２係係係係連下連下連下連下 哲寛哲寛哲寛哲寛

福山消防管内福山消防管内福山消防管内福山消防管内局 －１署 －８分署 －１出張所 －６ 救急業務とは （法２条）１ 災害により起きた事故２ 屋外，公衆の出入りする場所で起きた事故３ 屋内において起きた事故４ 生命に危険を及ぼすような症状５ 著しく悪化するおそれがあるこれらの傷病者を病院等へ搬送するため，適当な手段が無い場合
全国の救急出場件数（平成21年中）☆☆☆☆ ５５５５，，，，１２５１２５１２５１２５，，，，９３６９３６９３６９３６件件件件 －－－－ 前年前年前年前年とととと比較比較比較比較してしてしてして＋＋＋＋２５２５２５２５，，，，５６６５６６５６６５６６件件件件☆☆☆☆ 一日平均一日平均一日平均一日平均でででで１４１４１４１４,０３３０３３０３３０３３件件件件 ６６６６．．．．２２２２秒秒秒秒にににに一回一回一回一回国民国民国民国民２７２７２７２７人人人人にににに一人一人一人一人がががが救急搬送救急搬送救急搬送救急搬送されているされているされているされている☆☆☆☆ 事故種別事故種別事故種別事故種別はははは，，，，急病急病急病急病 ３３３３,１４１１４１１４１１４１,８８２８８２８８２８８２件件件件（（（（６１６１６１６１．．．．３３３３％）％）％）％）一般負傷一般負傷一般負傷一般負傷 ７０３７０３７０３７０３,２０５２０５２０５２０５件件件件（（（（１３１３１３１３．．．．７７７７％）％）％）％）交通事故交通事故交通事故交通事故 ５４６５４６５４６５４６,９３７９３７９３７９３７件件件件（（（（１０１０１０１０．．．．１１１１％）％）％）％）

福山消防の救急出場件数
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1990199019901990年年年年 2000200020002000年年年年 2010201020102010年年年年 出場件数出場件数出場件数出場件数１９８７３１９８７３１９８７３１９８７３件件件件１４１９７１４１９７１４１９７１４１９７件件件件６４７５６４７５６４７５６４７５件件件件 ≒≒≒≒２６２６２６２６分分分分にににに１１１１回回回回
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事故種別（２０１０年中）
000020002000200020004000400040004000600060006000600080008000800080001000010000100001000012000120001200012000
火災火災火災火災 交通事故交通事故交通事故交通事故 一般負傷一般負傷一般負傷一般負傷 急病急病急病急病 事故種別事故種別事故種別事故種別

11257件件件件２８２１２８２１２８２１２８２１件件件件2583件件件件
軽症者の割合（2010年中）搬送人員 １８,７６８人うち軽症者 約４８％（９千人）軽症者の事故種別１位 急病 ５４．２（％）２位 交通 ２２．９３位 一般 １６．３

搬送人員の４９．３％が高齢者

� 新生児 ０．３％
� 乳幼児 ５．２％
� 少年 ４．３％
� 成人 ４０．９％
� 高齢者高齢者高齢者高齢者 ４９４９４９４９．．．．３３３３％％％％

救急車を呼ぶ理由１１１１ 一刻一刻一刻一刻でもでもでもでも早早早早いいいい治療治療治療治療がががが必要必要必要必要とととと思思思思ったったったった２２２２ 入院入院入院入院をををを必要必要必要必要とするけがとするけがとするけがとするけが，，，，病気病気病気病気とととと思思思思ったったったった３３３３ 生命生命生命生命にににに危険危険危険危険があるとがあるとがあるとがあると思思思思ったったったった４４４４ かかりつけのかかりつけのかかりつけのかかりつけの病院病院病院病院がががが（（（（医院医院医院医院がががが））））休診休診休診休診でででであったあったあったあった５５５５ 夜間若夜間若夜間若夜間若しくはしくはしくはしくは休日休日休日休日だっただっただっただった６６６６ 病院病院病院病院にににに行行行行くくくく交通手段交通手段交通手段交通手段がなかったがなかったがなかったがなかった７７７７ 病院病院病院病院にににに連連連連れてれてれてれて行行行行ってくれるってくれるってくれるってくれる人人人人がいなかがいなかがいなかがいなかったったったった
不適正利用による弊害

� 第1順位の救急隊が出動中の場合が増える
� 現場到着時間が延長する
� 救える命が救えなくなる

コンビニ受診に追加料金『時間外選定療養費』を導入☆福山医療センター☆大田記念病院☆中国中央病院☆日本鋼管福山病院・夜間や休日に来院した軽症患者・通常の診療費に加え一律３３３３,１５０１５０１５０１５０～～～～5,250円円円円をををを請求請求請求請求
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現在の救急医療体制☆症状症状症状症状のののの重重重重さによってさによってさによってさによって病院病院病院病院がががが役割分担役割分担役割分担役割分担☆☆☆☆・一次 － 軽い風邪など軽症患者に対応・二次 － 入院や手術が必要な重症患者を診る・三次 － 心肺停止など容体の重い患者を診る
福山・府中地域救急支援診療所

� 福山市三吉町（市医師会館敷地内）
� 成人の１次救急患者を夜間受入れる
� 午後７時から午後１１時まで
� ２次救急病院にまわる軽症患者の半減を目指す

出場１件当りの費用☆１年間の人件費と諸費用の和÷救急車出場件数≒４４４４４４４４,００００００００００００円円円円
救急車の有料化無料であることが不適正利用を促している ↓「有料になれば利用しない」と言う人が１０．５％↓不適正利用の一部を防止

今後，どのような負担が良いか？

� 利用者が一部負担すべき ６３．２％
� 今までどおり税金で全て ３１．０％
� 利用者が全て負担 ２．６％

利用料金はどれくらい？

� ５，０００円 ２７．７％
� ３，０００円 ２５．６％☆過半数が３，０００円～５，０００円である
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有料化の懸念

� 『お金を払うのだから。』と気兼ねが無くなり，かえって利用が増加するおそれがある。↓現時点では困難であると考える
トリアージ（重症度による選別）

� １１９番受信時（指令課員）
� 救急現場 （救急隊員）↓↓東京消防庁・横浜市消防局で試行↓↓ほぼ実用化の水準に達する

不適正利用防止の取り組み広 報 活 動↓
� ポスターの掲示
� チラシ，ガイドブックの配付
� ラジオでの放送
� 医療機関の案内（消防署）
� 講習会等で，適正利用のお願い


